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紫式部ゆかりのまち宇治魅力発信プロジェクト

市民による作品で、新作または前年度に刊行された文
学作品および研究作品で、応募のあった 31作品の中か
ら選ばれました。

受賞 者コメント
問文化スポーツ課（ 20-8724）

受
賞
の
言
葉

受
賞
作「YA

BU
N
O
N
A
KA
̶

ヤ
ブ
ノ
ナ
カ
」は
、
一
人

の
男
の
性
搾
取
、
そ
し
て
そ
の
告
発
を
め
ぐ
る
小
説
で
す
。

視
点
人
物
は
八
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
で
性

搾
取
に
つ
い
て
考
え
、
熾
烈
に
ぶ
つ
か
り
あ
い
ま
す
。
皆
が

て
ん
で
バ
ラ
バ
ラ
の
方
向
を
見
つ
め
て
い
る
こ
の
し
っ
ち
ゃ

か
め
っ
ち
ゃ
か
な
現
在
の
縮
図
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
そ

し
て
今
を
生
き
る
全
て
の
人
が
、
正
し
さ
と
間
違
い
、
清
廉

と
邪
悪
、
理
想
と
現
実
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
い
る
こ

と
を
座
標
で
示
す
た
め
に
、八
人
が
必
要
で
し
た
。

　

読
ん
だ
人
が
、
自
分
は
ど
こ
に
い
る
の
か″

な
ぜ
″
そ
こ
に

い
る
の
か
考
え
ら
れ
る
、
地
図
の
よ
う
な
小
説
を
書
き
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
小
説
で
す
。
こ
の
本
が
、
答
え
の
出

な
い
問
い
を
嵐
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
の
中
で
考
え
続
け
る

た
め
の
、
足
場
を
支
え
る
さ
さ
や
か
な
力
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。
そ
し
て
こ
の
栄
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

け
た
こ
と
は
、
き
っ
と
私
の
こ
れ
か
ら
の
執

筆
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

選
考
委
員
の
皆
様
、
宇
治
市
の
関
係
者

の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

前年に発表された女性作家による作品のう
ち、全国の作家等から推薦された 55 作品
の中から、選ばれました。

「
伽が

ら
ん
ど
う

藍
堂
」

紫式部文学賞
紫式部市民文化賞

今年、宇治川の鵜飼が再興100周年を迎えました。鵜飼の歴史
や文化を発信し、先人たちが守り伝えた伝統を次世代へ伝承する
ため記念式典を開催します。式典では、うかい絵画コンクールの
授賞式のほか、「歴史の中の鵜飼」についての講演、日本各地の
鵜匠によるトークセッションを行います。鵜飼に携わる皆さんと
ともに、受け継がれてきた伝統や文化の魅力、次の100年への
想いをお届けします。

●
う
か
い
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式

●
こ
ど
も
鵜
匠
体
験
の
記
録
上
映　
な
ど

第
１
部

●
講
演　
「
歴
史
の
中
の
鵜
飼
」

講
師
：
杉
本
宏
さ
ん

　
（
京
都
芸
術
大
学
客
員
教
授
/
日
本　

　
庭
園・歴
史
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
）

●
日
本
各
地
の
鵜
匠
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
伝
承-

日
本
の
伝
統
文
化「
鵜
飼
」の
未
来-

」

出
演
者
：
小
瀬
鵜
飼
、
笛
吹
川
石
和
鵜
飼
、

三
次
の
鵜
飼
、
宇
治
川
の
鵜
飼
各
鵜
匠

　
聞
き
手
：
杉
本
宏
さ
ん

第
２
部

ＹＡＢＵＮＯＮＡＫＡ－ヤブノナカ－
（長編小説）

金
かねはら

原 ひとみさん

© Bungeishunju
▲紫式部市民文化賞

紫
式
部
市
民
文
化
賞

受
賞
の
言
葉

こ
の
た
び
、歴
史
あ
る
紫
式

部
市
民
文
化
賞
を
い
た
だ

き
、誠
に
光
栄
で
す
。
手
探

り
で
書
い
た
作
品
が
皆
様

に
届
き
、
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
今
後
も
文
学
の
魅
力

を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

赤沢 桜さん

紫
式
部
市
民
文
化
賞

「
７
０
歳
、ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
」

小島 洋子さん
受
賞
の
言
葉

紫
式
部
の
名
の
つ
く
賞
を

賜
り
、大
変
光
栄
に
存
じ
ま

す
。
年
齢
を
重
ね
て
も
、

日
々
努
力
を
続
け
れ
ば
、人

間
は
成
長
で
き
る
の
だ
と

い
う
事
を
是
非
伝
え
た
く

て
綴
っ
て
み
ま
し
た
。

「
佐さ

じ治
さ
ん
の
椅
子
」
受
賞
の
言
葉

受
賞
を
機
に
、ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
お
読
み
い
た

だ
け
る
な
ら
ば
悦
ば
し
い

限
り
で
す
。
そ
の
う
え
さ

ら
に
頑
張
れ
と
背
中
を
押

さ
れ
る
と
、高
齢
の
身
に
は

や
や
過
ぎ
た
こ
と
で
す
。

紫
式
部
市
民
文
化
賞
奨
励
賞

大幡 季生さん

紫
式
部
市
民
文
化
賞
奨
励
賞

「
う
た
も
の
が
た
り

ひ
と
よ
の
夢
」

受
賞
の
言
葉

奨
励
賞
受
賞
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
私
は

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
ふ
り
返

り
短
歌
で
綴
っ
て
み
ま
し
た
。

世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
戦
争
の

続
く
今
、
戦
争
を
体
験
し
た

身
と
し
て
、
心
か
ら
平
和
を

願
い
ま
す
。

山本 明子さん

紫
式
部
市
民
文
化
賞
ユ
ー
ス
賞

「
そ
こ
に
鳥
の

現あ
ら
わる

に
て
」

谷川 凛さん

受
賞
の
言
葉

ご
選
出
い
た
だ
き
光
栄
に
思

い
ま
す
。
初
め
て
の
小
説
執

筆
で
、
創
作
だ
か
ら
こ
そ
嘘

な
く
自
分
の
感
情
が
描
け
る

ス
リ
ル
を
知
り
ま
し
た
。
面

白
く
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

▲紫式部文学賞

作品紹介と講評は
こちら

時11月14日 ( 土 ) 午後 1時半～ 4時 45分 ( 午後 1時開場 )
所文化センター小ホール　定300人　￥無料　申不要

来場者にプレゼント！！

手ぬぐい、うちわ

主催：宇治川の鵜飼100周年記念事業実行委員会
問観光振興課（ 39-9408）

主催：宇治川の鵜飼100周年記念事業実行委員会

宇治川の鵜飼再興100周年記念式典

▲式典詳細・絵画作品の
展示スケジュールはこちら

【関連イベント】
特別展「宇治川をめぐる」
時9 月 12 日～ 11 月 29 日

所歴史資料館

小説随筆

小説歌集小説

凛と輝くポイント凛と輝くポイント
再興 100周年再興 100周年

表紙の説明

8月下旬から9月下旬までに行わ
れたイベントや催しなど

04  宇治川マラソン大会
05  市長とにぎわいミーティング

INDEX［もくじ］

宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］

宇治フォト

01 9/14、満100歳の髙﨑重光(たか
さきしげみつ)さんのお宅を松村
市長が訪問し、長寿をお祝いしま
した。

02 8/21、京都文教学園宇治キャ
ンパスグラウンドで13年ぶりに
「2026年度夏期巡回ラジオ体操
•みんなの体操会」を開催しまし
た。

03 9/3、広野ジュニアーズが創部以
来初出場となる全国大会「エン
ジョイ!軟式野球フェスティバル
2026」優勝の成績報告会を開催
しました。

04 8/28、第80回全国茶品評会審
査会が開催され、宇治市が産地
賞を受賞しました。市役所1階ロ
ビーで受賞を祝うセレモニーを開
催しました。

数 前月比

世帯数 86,658世帯 -122世帯

人
口

総数 177,100人 -290人

男性 84,851人 -160人

女性 92,249人 -130人

市の人口 [令和8年 9月1日現在 ]

03
01

04

02

233



地域の力でつくる、災害に強いまち
　地域における防災や災害への備えについて取り組まれてい
る伊勢田連合町内会の防災ミーティングに参加し、その後、伊
勢田連合町内会の皆さんと地域の防災活動について意見交換
を行いました。
問秘書広報課（ 20-8701）

伊勢田連合町内会では、地域における防災意識の向上や災害への備えを目的として、毎年、防災ミーティングを実施されていま
す。小学校を会場とした訓練は今年度で3回目、学区福祉委員や民生児童委員、地区消防団と連携・協働する中で、避難所設営体験
や、災害時に役立つ各種体験、消防車両の展示、出前講座などを通して、地域住民が防災について学ぶ機会となっています。
　当日は、小学校の土曜日参観と重ねることで、親子での参加が多くみられました。地域の皆さんと一緒に段ボールベットの組み
立てや、缶パンやリゾット、ミートボールなどの非常食の試食を通しての自宅での保存啓発、また、毛布と2本の太い木材を使って
簡易タンカを作り、その上に人を乗せて搬送するタンカ体験を行いました。子どもたちがAED講習などの防災体験に積極的に取
り組むなど、子どもから大人まで地域の皆さんが一緒になって取り組まれている姿に防災に対する関心と意識の高さを感じました。
　意見交換では、町内会に入る方が減少する中で、地域での助け合いや日頃からのつながりを築いておくことの大切さ、防災をきっ
かけに地域のつながりを深めることに加え、非常食がなかなか販売されていないことなど、日常の備えに関する課題について皆さ
んからお話を伺いました。ミーティングを通して、日頃から地域の皆さんが顔の見える関係を築き、災害時に互いに助け合える環
境を整えていくことの大切さを改めて感じました。今後も地域の皆さんと連携しながら、防災意識の向上と地域の防災力の強化に
取り組み、災害に強く安心して暮らせるまちづくりを進めてまいります。

宇治市長 松
まつむら

村 淳
あ つ こ

子

　家族や学校・職場の仲間と一緒に気持ちいい汗を流しませんか。
時12月13日（日）午前9時10分～（受付は午前8時半～）　所府立山城総合運動公園（太陽が丘）
対市内在住・在勤・在学の人
申10月 30日（金）～11月20日（金）（必着）に、市ホームページまたは所定申込用紙を郵送・Ｅメールか同課窓口へ。

問文化スポーツ課（ 20-8759　 bunkasportska@city.uji.kyoto.jp）

種目 対象 編成 参加費（1チーム） 定員
一般男子の部、一般女子の部、
混合の部
いずれも5区間（計10.1㎞）

中学生以上
混合の部は男性3人・女性2人
で編成（男性区画に女性が出場
する場合は、女性4人まで可）

2500円 3部門合計で先着50チーム
1部門で先着25チーム

親子の部2区画（計4㎞） 小学生と親 小学生が1区、親が2区 1000円 先着25チーム

時9年 2月 28日 ( 日 ) 午前 8時 20分～午後 2時
所府立山城総合運動公園（太陽が丘）
対中学生以上
￥参加費・種目は次のとおり
◎中学生 5㎞の部…1500円
◎高校生 5㎞の部…2500円、10㎞・ハーフの部…3000円
◎一般 5㎞の部…4000円、10㎞・ハーフの部…5000円

当日、走路や給水所などで大会運営を手伝っていただけ
るボランティアを募集しています。詳しくは同事務局へ。

宇治川マラソン大会運営ボランティア募集！

問宇治川マラソン大会実行委員会事務局（市スポーツ協会内）（ 22-1150）

　世界文化遺産の平等院や宇治上神社、源氏物語ゆかりの地を駆け巡るマラソン大会です。
お茶と歴史に育まれた街並みとアップダウンに富んだコースをお楽しみください。

ランネット

問宇治川マラソン大会実行委員会事務局（市スポーツ協会内）（ 22-1150）

第41回 宇治川マラソン大会

文化スポーツ課（ bunkasportska@city.uji.kyoto.jp）
市民駅伝競争大会第42回

#27
このコーナーでは、宇治に縁のある人・
団体等の一所懸命を紹介します。
みんなで宇治をもっと素敵な街に！
問秘書広報課（ 20-8704）

土づくりから菊づくりは始まります
菊づくりは1年がかりです。秋には山に葉っぱを取りに行き、田んぼ
の土をもらい、2月ごろには肥料を自分で発酵させて作ります。秋か
ら春までは土づくりのために時間をかけています。手間はかかります
が、できる限り手作りしています。市販の土もありますが、葉の大き
さや軸の太さなど、手作りの土と比べるとやっぱり違います。花が咲
くまでの今の時期がいちばん楽しいです。

花が咲くまでの時間が花が咲くまでの時間が
いちばん楽しいいちばん楽しい

宇治菊花会会長平
ひ ら い

井 正
ま さ か ず

一 さん

気軽に菊づくりを
大菊は1年がかりで大変なところもありますが、菊の栽培方法の一つ
の福助づくりみたいに、もっと気軽に始められるものもあります。小
さな鉢で場所も取らず、花が咲くまでの期間も短いので、ご自宅のベ
ランダでも育てられます。20センチくらいの花も咲くのでおすすめ
です。今年、初めて植物公園で福助づくりの講習会を開催しました。
菊をつくるきっかけになればと思いますし、そこから面白さが分かっ
てきたら、大きな菊にも興味を持ってもらえたらうれしいです。

▲福助づくり

申10月19日（月）～12月14日（月）に、
◎郵便振替＝専用払込用紙を郵便局へ
◎インターネット＝ランネットへ

市ホームページ

みどりを守る活動のこれから
　季節を感じられる花壇づくりや魅力ある植物公園づくりを
市と協働で行い、宇治市の緑化を楽しみながら推進されてい
る宇治市緑化ボランティア「みどりの会」の活動を体験させて
いただいた後、意見交換を行いました。
問秘書広報課（ 20-8701）

宇治市緑化ボランティア「みどりの会」は、平成16年度の設立から現在まで元気に活動を続けてくださっているメンバーを
はじめ、「お花が好き」という共通の思いを持った市民の皆さんが集まり、植物公園を中心に、市役所や西宇治・黄檗公園などの
花壇管理と季節の花づくりに取り組んでおられ、生きがいづくりや地域での交流の場として定着しています。当日は、市役所
時計台近くの花壇で、「市役所前花壇組」の皆さんと一緒に、除草や花柄摘みなどの作業を体験しました。
　意見交換では、メンバーの皆さんが育てた苗を持ち寄ったり、お互いに知識を教え合ったりと、生き活きと活動されている
お話を伺いました。また、町内会での「寄せ植え教室」などを通じて地域へ緑の輪を広げている取り組みにも心強さを感じまし
た。一方で、近年の猛暑による植物の管理や、西宇治公園での竹の根の侵食による土壌への影響といった苦労、将来的な活動
場所への交通手段に対する不安など、現場ならではの課題もお伺いしました。
　また、京都丹波で開催されている緑化フェア（～11月8日）で宇治市出展の花壇のデザインで頭を痛めているとのお話しも
伺いました。
　宇治市としても、ボランティアの皆さんが安全に安心して活動を続けていただけるよう、現場の課題解決に向けた支援を進
め、市民の皆さんの緑化活動の場が広がっていくよう、魅力ある環境づくりに取り組んでまいります。

宇治市長 松
まつむら

村 淳
あ つ こ

子

郵便振替の専用払込用紙の
請求については、同事務局へ
問い合わせてください。
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情
報
B
O
X

L
I
N
E

予
約

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
は
、
市
公
式

L
I
N
E
か
ら
予
約
が
出
来
ま
す
。

予
約
方
法（
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー「
予
約

す
る
」を
タ
ッ
プ
）

市公式LINE

こ
ど
も

教
育
支
援
課

問
同
課（
FAX
21
・
0
4
0
0

kyoikushienka@
city.uji.kyoto.jp

）

●「
中
学
生
の
主
張
」大
会

　

市
内
の
11
中
学
校
の
代
表
生
徒
が
豊
か
な
感

性
で
、
自
分
の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。

時
11
月
7
日（
土
）午
後
2
時
〜
4
時　

所
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル　

他
手
話
・
要
約
筆
記
を
希
望

す
る
人
は
、
10
月
23
日（
金
）ま
で
に
、
同
課
へ
。

ふ
れ
あ
い
学
習
会　

支
援
す
る
者
も

支
え
ら
れ
る
不
登
校
児
童
生
徒
支
援

時
11
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午　
所
産
業

会
館　

定
抽
80
人　

講
中
川
靖
彦
さ
ん（
和
歌

山
大
学
大
学
院
教
授
）　
申「
ふ
れ
あ
い
学
習
会

申
込
」、
氏
名
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
、
10
月
15
日（
木
）〜
11
月
16
日（
月
）（
消

印
有
効
）に
、L
I
N
E
・
E
メ
ー
ル
・
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
で
同
課
へ
。

健
康
・
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に

楽
し
も
う

時
11
月
13
日（
金
）午
前
9
時
半
〜
11
時
半　
所

広
野
公
民
館　
対
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
い
る
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ
る
人　

定
先
40
人　

講
山
本
満
佐
子
さ
ん（
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
宇
治
会
長
）　

持
飲
み
物
、

動
き
や
す
い
服
装　
申
10
月
16
日（
金
）〜
30
日

（
金
）に
、
電
話
で
、
社
会
福
祉
協
議
会（

22
・
5
6
5
0
）へ
。

第
4
回
介
護
知
識
・
技
術
習
得
教
室

　

有
効
な
住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
を
紹
介
し
ま
す
。

時
12
月
16
日（
水
）午
後
1
時
〜
3
時　
所
産
業

会
館　
対
介
護
保
険
で
要
支
援
1
以
上
の
認
定

を
受
け
て
い
る
市
民
を
介
護
し
て
い
る
家
族
等　

定
先
20
人　

講
齋
藤
貴
大
さ
ん（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
）　

申
参
加
者
氏

名
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
、
要
介
護

者
と
の
続
柄
、
要
介
護
者
氏
名
・
生
年
月
日
・

要
介
護
度
・
住
所（
参
加
者
と
異
な
る
場
合
）

を
、
10
月
16
日（
金
）〜
11
月
30
日（
月
）（
消
印

有
効
）
に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E

メ
ー
ル
か
長
寿
生
き
が
い
課
窓
口（
FAX
21
・

0
4
0
6

kyositu

-oubo@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。

医
師
と
家
族
に
よ
る
認
知
症
講
演
会
＆

映
画「
父
と
僕
の
終
わ
ら
な
い
歌
」上
映
会

時
11
月
28
日（
土
）午
後
1
時
〜
4
時（
受
け
付

け
は
午
後
0
時
半
〜
）　

所
文
化

セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル　

定
先
300

人　

申
映
画
名
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
10

月
15
日（
木
）〜
11
月
11
日（
水
）

L
I
N
E

予
約

©2025「父と僕の終わ
らない歌」製作委員会

市ホームページ

お
詫
び
と
訂
正

　

市
政
だ
よ
り
9
月
15
日
号
7
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た「
住
民
票
の
写
し
等
の
様
式
や
文
字

の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ
り
ま
す
」の
記
事
に
つ

い
て
、
シ
ス
テ
ム
導
入
が
延
期
と
な
っ
た
た

め
、
住
民
票
の
写
し
等
の
様
式
や
デ
ザ
イ
ン

の
変
更
も
延
期
し
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
市
民
課（

20
・
8
7
2
2
）

健
康
・
福
祉

税
・
年
金
・

保
険

時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委

員
会
」
の
市
民
委
員
を
募
集

問
介
護
保
険
課（

20
・
8
7
3
1
）

　

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
を
行
う

事
業
所
の
指
定
や
、

そ
の
運
営
状
況
に

関
す
る
評
価
等
に

つ
い
て
、
学
識
経

験
者
や
医
師
等
の

委
員
と
共
に
協
議

を
行
う
市
民
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

《
募
集
人
数
》2
人　

《
応
募
資
格
》市
内
に
住
所
を
有
す
る
介
護
保

険
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
）で
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
関
係
者
以
外
の
人　

《
任
期
》9
年
4
月
1
日
〜
12
年
3
月
31
日　

《
報
酬
》1
回
9
9
0
0
円　

《
選
考
方
法
》書
類
選
考
後
、
面
接
審
査
。
結

果
は
、
審
査
終
了
後
に
郵
送
で
通
知
し
ま

す
。　

内
年
間
１
〜
３
回
の
会
議（
平
日
昼

間
に
開
催
）に
出
席
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
指
定
等
に
関
す
る
協
議　
申
申

込
書（
同
課
で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）に
、
市
販
の
履
歴
書（
６
カ
月
以
内
に

撮
影
し
た
写
真
を
添
付
）と「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
が
担
う
役
割
と
こ
れ
か
ら
の
課

題
」お
よ
び「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委

員
会
で
私
が
で
き
る
こ
と
」に
つ
い
て
の
小
論

文（
1
2
0
0
字
程
度
、
様
式
不
問
）を
添

え
、
10
月
16
日（
金
）〜
11
月
16
日（
月
）（
必

着
）に
、
郵
送
か
同
課
窓
口
へ
。
な
お
、
提
出

書
類
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

を
配
付
し
ま
す

問
危
機
管
理
室

（

39
・
9
4
2
1
）

　

防
災
行
政
無
線
の
音
声

が
聞
き
取
り
に
く
い
場

合
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
世
帯
を
対
象

に
、
戸
別
受
信
機
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

※
毎
日
の
音
楽
放
送
及
び
平
時
の
行
政
放

送
を
除
く
。

《
貸
与
対
象
の
世
帯
》

　

地
形
や
身
体
障
害
、
そ
の
他
の
要
因
に
よ

り
、
防
災
行
政
無
線
の
音
声
の
聞
き
取
り
が

困
難
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
通
信
機
器

を
持
っ
て
い
る
人
の
い
な
い
世
帯

《
申
込
方
法
》

危
機
管
理
室
へ「
貸
与
申
請
書
」を
提
出

※
申
請
書
は
窓
口
で
記
載
で
き
ま
す
。

《
そ
の
他
》

　

自
身
が
貸
与
の
対
象
で
あ
る
か
分
か
ら
な

い
場
合
や
、
戸
別
受
信
機
等

に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

場
合
は
、
危
機
管
理
室
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
・
福
祉

税
・
年
金
・

保
険

生
涯
学
習
・

ス
ポ
ー
ツ

安
全
・
安
心

人
権
・
平
和

文
化
・
芸
術
・

歴
史

産
業
・
消
費

生
活
・
求
人

催
し

住
ま
い
・

環
境
・
資
源

そ
の
他

相
　
談

高
齢
者

こ
ど
も

健
康
・
福
祉

こ
ど
も

7

記号の説明

9
2
5
8
）へ
。
※
予
約
優
先（
当
日
に
空
き
が
あ
れ
ば
体
験
可
）

落
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
全
4
回
）

時
内
◎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
＝
11
月
22
日（
日
）、
23
日（
祝
）、
29

日（
日
）◎
鑑
賞
＝
12
月
20
日（
日
）※
詳
し
い
時
間
等
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い　
所
文
化
会
館　
対
◎
小
学
３

〜
6
年
生
◎
中
高
生　
定
抽
各
20
人　
講
桂
米
二

さ
ん（
落
語
家
）　

申「
落
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
希

望
」、
氏
名
・
年
齢
・
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号

を
、
10
月
15
日（
木
）〜
30
日（
金
）（
必
着
）に
、
郵

送
か
E
メ
ー
ル
で
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課（

bunkasportska@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

楽
し
い
小
学
生
科
学
実
験
教
室

「
お
も
り
の
は
た
ら
き
」を
テ
ー
マ
に
科
学
実
験
を
体
験
し
よ
う
。

時
11
月
28
日（
土
）午
前
9
時
〜
11
時
半　
所
木
幡
公
民
館　
対

市
内
在
住
の
小
学
生（
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
要
同
伴
）　

定
先
15
人　
講
宇
治
楽
し
い
科
学
の
会
の
皆
さ
ん　
申
10
月
16

日（
金
）
午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口（

39
・

9
1
9
3
）へ
。

プ
ロ
に
学
ぼ
う
！

イ
ラ
ス
ト
・
漫
画
の
コ
ツ
！

　

プ
ロ
の
漫
画
家
を
招
い
て
、
イ
ラ
ス
ト
・
漫
画
を
描
く
コ
ツ

を
学
び
ま
す
。

時
12
月
12
日（
土
）午
前
9
時
〜
11
時　
所
大
久
保
青
少
年
セ
ン

タ
ー　

対
市
内
在
住
の
小
学
4
年
生
〜
中
学
生　

定
抽
15
人　

申
11
月
5
日（
木
）〜
7
日（
土
）に
、
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
2
8
1
）へ
。

南
楽
園（
大
阪
府
堺
市
）　

対
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生　

定
抽

20
人　

￥
◎
小
学
生
＝
1
2
0
0
円
◎
中
学
生
＝
1
7
0
0

円（
み
か
ん
食
べ
放
題
と
お
土
産
代
込
）　
申
10
月
22
日（
木
）〜

24
日（
土
）に
、
電
話
で
、
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー（

39
・

9
2
8
1
）へ
。

子
ど
も
の
遊
び
場

「
折
り
紙
遊
び
」　

時
11
月
14
日（
土
）◎
午
前
10
時
〜
11
時
◎
午
前
11
時
〜
正
午　

所
中
央
公
民
館　
対
市
内
在
住
の
幼
児
〜
小
学
生（
低
学
年
以
下

は
保
護
者
要
同
伴
）　

定
先
各
12
人　

講
あ
ひ
る
会
の
皆
さ
ん　

申
10
月
16
日（
金
）午
前
10
時
か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口（

39
・

申10/16 ～
先着

11/5
（木）

申10/16 ～
先着

11/14
（土）

申～10/30
抽選

11/22
（日）他

申10/16 ～
先着

11/28
（土）

申～11/7
抽選

12/12
（土）

3
館
合
同
イ
ベ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
み
ん
な
で
育
て
よ
う
！
と
し
ょ
か
ん
読
書
の
木
」

　

好
き
な
絵
本
や
お
す
す
め
の
本
の
タ
イ
ト
ル
を
書
い
た
用
紙

を
投
函
し
て
、
み
ん
な
で「
読
書
の
木
」を
育
て
よ
う
！

時
10
月
23
日（
金
）〜
11
月
15
日（
日
）※
掲
示
は
11
月
29
日（
日
）

ま
で
※
休
館
日
を
除
く

中
央
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
2
5
6
）

●
図
書
展
示「
図
書
館
の
お
せ
っ
か
い
」

中
高
生
は
コ
レ
！
2
0
2
6

「
面
白
い
」「
読
み
や
す
い
」本
に
図
書
館
職
員
が
書
い
た
ポ
ッ

プ
を
付
け
て
楽
し
く
展
示
し
ま
す
。

時
10
月
27
日（
火
）〜
11
月
15
日（
日
）※
休
館
日
を
除
く

●
古
典
の
お
は
な
し
会

日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
昔
話
や
民
話
の
読
み
聞
か
せ
を
行

い
ま
す
。

時
11
月
1
日（
日
）午
前
10
時
半
〜
11
時　
対
幼
児
〜
小
学
生

11/1

〜
本
の
中
あ
ふ
れ
る
夢
は
星
の
数
〜

市
子
ど
も
読
書
の
日

東
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
1
8
2
）

●
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

　

お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
に
よ
る
素
話
や
、
京
都
文
教
短
期
大

学
の
学
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等
を
行
い
ま
す
。
手
づ
く

り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

時
11
月
14
日（
土
）午
後
1
時
〜
1
時
50
分　
対
幼
児
〜
小
学
校

低
学
年

西
宇
治
図
書
館

問
同
館（

39
・
9
2
2
6
）

●
し
〜
！
し
ず
か
に
！
で
も
楽
し
も
う
♪

「
西
宇
治
図
書
館
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」

　

図
書
館
や
本
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
全
問
正
解
し
た
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

時
10
月
23
日（
金
）〜
11
月
15
日（
日
）※
休
館
日
を
除
く　
対
幼

児
〜
小
学
生

講
演
会「
子
ど
も
の
声
を
聴
く
」

　

子
ど
も
に
寄
り
添
っ
た「
話
の
聴
き
方
」「
聴
く
コ
ツ
」に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
5
日（
木
）午
後
2
時
〜
4
時　
所
産
業
会
館　

定
先
50
人　

申
10
月
16
日（
金
）〜
30
日（
金
）に
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

か
こ
ど
も
福
祉
課
窓
口（

39
・
9
1
7
8

FAX
21
・
0
4
0
8

kodom
ofukushika@

city.uji.kyoto.jp

）へ
。

み
か
ん
狩
り
を
楽
し
も
う
！

時
11
月
8
日（
日
）午
前
8
時
45
分
〜
午
後
3
時
半　
所
観
光
農
園

申～10/24
抽選

11/8
（日）
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（
必
着
）に
、
専
用
フ
ォ
ー
ム
・
往
復
は
が
き
か

京
都
認
知
症
総
合
セ
ン
タ
ー
窓
口（
〒
611

・

0
0
2
1
宇
治
里
尻
36-

35
）へ
。
※
車
い
す

対
応
席
の
利
用
、
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
希
望
者
は
、
申
し
込
み
時

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。　
問
同

セ
ン
タ
ー（

25
・
1
1
2
5
）

講
演
会
：
市
川
翠
扇
さ
ん
に
学
ぶ

「
あ
り
が
と
う
、
お
父
さ
ん
」

家
族
の
介
護
・
看
取
り
の
心
の
準
備
を

始
め
ま
し
ょ
う

　
故
・
十
二
代
目
市
川
團
十
郎
さ
ん
の
長
女
、

四
代
目
市
川
翠
扇
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
地

域
の
在
宅
医
と
家
族
の
介
護
・
看
取
り
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
す
。

時
12
月
6
日（
日
）午
後
1
時
〜
3
時　
所
文
化
パ

ル
ク
城
陽（
城
陽
市
寺
田
）　

対
宇
治
市
・
城
陽

市
・
久
御
山
町
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定

抽
250
人　
申
催
し
名
、
申
込
人
数
、
代
表
者
の
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
、
そ
の
他
参
加
者
の
氏
名

を
、
11
月
13
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
W
E
B
で
宇
治
久
世
医
療
介
護
連
携

セ
ン
タ
ー（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治

下
居
13
‐
2

24
・
1
7
1
1

FAX
24
・
8
7
6
1
）へ
。

健
康
づ
く
り
の
無
料
講
座

《
共
通
》講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
年
齢
、

①
で
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
子

の
氏
名
・
月
齢
を
、
10
月
26
日（
月
）ま
で（
必

着
）に
、
郵
送
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
健
康

づ
く
り
推
進
課
窓
口
へ
。
※
最
少
人
数
に
満
た

な
い
場
合
は
中
止
に
し
ま
す
。

2
日（
月
）、
4
日（
水
）、
9
日（
月
）、
16
日

（
月
）、
24
日（
火
）、
26
日（
木
）、
30
日（
月
）

11
月
お
は
な
し
会

時
所
◎
1
日（
日
）午
前
10
時
半
〜
11
時
＝
中
央

図
書
館
◎
8
日（
日
）午
前
10
時
半
〜
11
時
＝
東

宇
治
図
書
館
◎
18
日（
水
）午
後
3
時
半
〜
4
時

＝
西
宇
治
図
書
館　
対
幼
児
〜　
内
手
あ
そ

び
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居

11
月
お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
7
日（
土
）午
後
3
時
半
〜
4
時
＝
西
宇

治
図
書
館
◎
21
日（
土
）午
後
3
時
半
〜
4
時
＝

中
央
図
書
館
◎
28
日（
土
）午
前
11
時
〜
11
時
半

＝
東
宇
治
図
書
館　
内「
お
は
な
し
た
ま
て
ば

こ
」に
よ
る
素
話

図
書
館
お
す
す
め
の
本

あ
の
ひ
の
ま
た
あ
し
た

か
さ
い
ま
り
＝
作　
岡
田
千
晶
＝
絵
/
金
の
星
社

　
大
雨
の
夜
、
と
も
だ
ち
の
ネ
ズ
ミ
の
こ
と
が

心
配
で
不
安
に
包
ま
れ
る
リ
ス
。
翌
朝
、
ネ

ズ
ミ
に
会
い
に
行
っ
た
リ
ス
は
、
そ
の
優
し
さ

に
触
れ
て
温
か
な
き
も
ち
で
いっ
ぱ
い
に
な
り

ま
す
。
ど
ん
ど
ん
膨
ら
む
不
安
を
溶
か
し
て

く
れ
る
の
は
、
大
切
な
だ
れ
か
の
ぬ
く
も
り
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
か
さ
い
ま
り
さ

ん
の
物
語
と
岡
田
千
晶

さ
ん
の
優
し
い
絵
が
紡

ぐ
、
小
さ
な
2
匹
の
心

温
ま
る
絵
本
で
す
。

も
し
れ
ま
せ
ん
。
か
さ
い
ま
り
さ

時
11
月
7
日（
土
）午
後
2

時
〜
4
時
半（
受
け
付
け
は

午
後
4
時
ま
で
）　
所
う
じ

安
心
館　

内
歯
科
医
師
に

よ
る
お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
歯
の
相
談
、
歯
み
が
き
指
導
、
着
ぐ
る
み

シ
ョ
ー
等　
問
保
健
推
進
課

耳
の
こ
と
相
談
会

時
11
月
4
日（
水
）午
後
1
時
〜
4
時
半（
1
人

1
時
間
程
度
）　
所
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　
対
市
内
在
住
で
日
常
生
活
で
聞
こ
え

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
人　
定
先
3
人　
内
相

談
と
聴
力
測
定　
申
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
相
談
し
た
い
こ
と
を
、
10
月
16
日

（
金
）か
ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
か
障
害
福
祉
課

窓
口（
FAX
22
・
7
1
1
7
）へ
。　

介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

第
3
回
交
流
企
画「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

と
し
め
縄
作
り
」

時
12
月
2
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
0
時
半　

所
中
宇
治
B
A
S
E（
宇
治
妙
楽
）　
対
介
護

保
健
で
要
支
援
１
以
上
の
認
定
を
受
け
た
者

を
在
宅
で
介
護
す
る
家
族
等（
要
介
護
者
等

が
入
所
・
入
院
中
の
場
合
は
対
象
外
）　
定
抽

20
人　
内
み
つ
あ
み
リ
ー
ス
と
し
め
縄
作
り
、

参
加
者
同
士
の
交
流　

講
な
っ
ち
ゃ
ん

フ
ァ
ー
ム
の
皆
さ
ん　
申
参
加
申
込
書
を
、

10
月
15
日（
木
）〜
11
月
12
日（
木
）（
必
着
）

に
、
郵
送
・
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
か
社
会
福
祉

協
議
会
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶

45

22
・
5
6
5
0

FAX
22
・
5
6
5
4
）

へ
。
参
加
申
込
書
は
、
同
協
議
会
や
長
寿
生

き
が
い
課
で
配
布
。
要
介
護
者
等
が
市
外
在

①
か
ら
だ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
座
〜
整
う
編
〜

　
疲
れ
た
心
と
か
ら
だ
を
整
え
る
工
夫
を
学
び

ま
せ
ん
か
。

時
11
月
17
日（
火
）午
前
9
時
半
〜
11
時
半　
所

う
じ
安
心
館　
対
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示

を
受
け
て
い
な
い
20
〜
64
歳
の
市
民　
定
抽
25

人　
他
保
育
あ
り（
月
齢
5
カ
月
〜
。
定
員
あ

り
）

②
管
理
栄
養
士
か
ら
学
ぶ
筋
肉
を

育
て
る
栄
養
講
座

時
11
月
18
日（
水
）午
後
1
時
45
分
〜
3
時
半　

所
木
幡
公
民
館　
対
65
歳
以
上
の
市
民　
定
抽

20
人　
内
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講

話
、
適
塩
食
の
試
食　

③
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
65
か
ら
の
本
格
筋
ト
レ

時
11
月
26
日（
木
）午
前
9
時
45
分
〜
11
時
40
分　

所
う
じ
安
心
館　
対
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指

示
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
市
民
※
疾
患

等
に
よ
り
治
療
中
の
人
は
、
医
師
に
相
談
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　
定
抽
25
人　

内
生
活
習
慣
病
予
防
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
話
、
運
動
実
技

健
康
展

「
適
塩
生
活
は
じ
め
ま
せ
ん
か
」

時
11
月
9
日（
月
）〜
13
日（
金
）い
ず
れ
も
◎
午

前
9
時
〜
正
午
◎
午
後
1
時
〜
4
時（
9
日
の

み
午
後
1
時
〜
4
時
）　
所
う
じ
安
心
館　
内

血
管
年
齢
測
定
、
適
塩
に
つ
い
て
の
展
示
、
各

種
計
測
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談　
問
健
康
づ
く
り
推
進
課

歯
の
ひ
ろ
ば

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

者
に
は
歯
み
が
き
用
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

用
ダ
イ
ヤ
ル（

0
5
7
0
・
058
・
555
）◎
納

付
状
況
＝
京
都
南
年
金
事
務
所（

075
・
644
・

1
1
6
5
）

生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ

木
幡
公
民
館

チ
ャ
レ
ン
ジ
や
っ
て
み
よ
う
事
業（
茶
香
服
）

時
11
月
14
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
12
人　
講
辻

三
和
子
さ
ん（
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

￥
100
円　
申
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号

を
、
10
月
16
日（
金
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か

同
館
窓
口（

39
・
9
1
9
3
）へ
。

小
倉
公
民
館

〒
611
・
0
0
4
2
小
倉
町
寺
内
91

39
・
9
2
7
4

FAX
39
・
9
2
7
5

《
②
③
④
共
通
》申
10
月
16
日（
金
）午
前
9
時
か

ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

①
小
倉
公
民
館
ま
つ
り

時
10
月
24
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
2
時
半　

内
作
品
展
示
・
サ
ー
ク
ル
の
舞
台
発
表

②
お
茶
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
づ
く
り

時
11
月
2
日（
月
）・
9
日（
月
）い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
正
午　
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人　
定
先
各
12
人　
講
◎
2
日

=

市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会「
若
葉
の
会
」◎
9
日

=

う
じ
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
こ
ん
ぺ
い
と
う
」　

￥
各
200
円　
他
両
日
参
加
も
可
。

③
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験

時
11
月
12
日（
木
）、
9
年
1
月
28
日（
木
）い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
11
時
半　
対
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上
の
人　
定
先
各
15
人　

（
木
）〜
11
月
13
日（
金
）（
必
着
）に
、
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

人
権
・
平
和

市
民
企
画
サ
ポ
ー
ト
事
業

怒
り
と
上
手
に
つ
き
あ
う
方
法
〜
大
切
な
人
を

傷
つ
け
な
い
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜

時
11
月
28
日（
土
）午
前
10
時
半
〜
正
午　
所
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー　
対
18
歳
以
上
で

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
初
め
て
学
ぶ
人　

定
先
16
人　
講
木
戸
場
大
輔
さ
ん（
日
本
ア
ン

ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
）　
申
10

月
16
日（
金
）〜
11
月
19
日（
木
）に
、

電
話
・
W
E
B
か
男
女
共
同
参
画

課
窓
口（

39
・
9
3
7
7
）へ
。

文
化
•
芸
術
•
歴
史

市
民
交
流
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
歌
笑
会
」‐
音
楽
で
福
祉
の
仕
事
の
魅
力

発
信
‐

時
10
月
28
日（
水
）午
後
0
時
15
分
〜
0
時
45
分　

所
市
役
所
１
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
《
出
演
者
》

う
じ
の
ふ
く
し
で
働
く
人
バ
ン
ド　
《
ジ
ャ
ン

ル
》フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ　
《
曲
目
》上
を
向
い
て

歩
こ
う　
他　
問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

図
書
館

中
央
図
書
館
　
〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　  

39
・
9
2
5
6
FAX
39
・
9
2
5
7

11
月
の
休
館
日

講「
プ
ル
メ
リ
ア
フ
ラ
ダ
ン
ス
」の
皆
さ
ん　

④
小
倉
茶
香
服
大
会

時
11
月
16
日（
月
）午
後
1
時
半
〜
4
時
半　
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
40
人　

講
小
倉
茶
業
青
年
団　
￥
500
円　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
14

39
・
9
5
0
0
FAX
39
・
9
5
0
1

shogaigakushu@
city.uji.kyoto.jp

宇
治
市
民
大
学
後
期
講
座（
特
別
講
座
）

〜
今
城
塚
古
墳
と
古
代
歴
史
館
の
見
学

臨
地
講
演
〜

時
10
月
25
日（
日
）午
後
1
時
〜
3
時　
所
史
跡

公
園「
い
ま
し
ろ
大
王
の
杜
」（
大
阪
府
高
槻

市
）　
定
先
50
人　
講
森
田
克
行
さ
ん（
歴
史
文

学
塾
当
期
講
師
）　

￥
500
円　
申
10
月
18
日

（
日
）ま
で
に
、
電
話
で
、
宇
治
市
民
大
学
歴
史

文
学
塾
事
務
局
の
新
井
さ
ん（

080
・

4
3
9
0
・
3
5
9
1
）へ
。

う
じ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

市
民
企
画
を
募
集

　
豊
か
な
暮
ら
し
の
創
造
や
、
新
し
い
地
域
づ

く
り
に
結
び
つ
く
事
業
、
広
く
市
民
に
開
か
れ

た
独
創
性
の
あ
る
テ
ー
マ
を
も
つ
事
業
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

《
実
施
期
間
》9
年
５
月
１
日（
土
）〜
10
年
3
月

3
日（
金
）　
《
支
援
内
容
》会
場
・
備
品
の
提

供
、
広
報
協
力
、
実
施
方
法
に
つ
い
て
の
相
談　

《
選
考
方
法
》ヒ
ア
リ
ン
グ（
12
月
2
日〈
水
〉〜

4
日〈
金
〉）の
う
え
、
審
査
会
に
て

選
考
し
、
１
月
下
旬
に
決
定　
申

所
定
の
申
請
書
を
、
10
月
15
日

住
の
場
合
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証（
写
し
）

が
必
要
。

宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＆
お
も
い
の
駅
伝

　
「
つ
な
が
る
笑
顔
、
ひ
ろ
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
こ
こ
か
ら
始
ま
る
ボ
ラ
フ
ェ
ス
＆
お
も
い
の

駅
伝
〜
」を
テ
ー
マ
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発

表
・
展
示
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の
障
が

い
の
あ
る
人
々
の
想
い
を
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
で

発
表
し
ま
す
。

時
11
月
8
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時
半　

所
総
合
福
祉
会
館　
問
宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）（

22
・

5
6
5
0
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
集
ま
っ
た
募
金
は
、
福
祉
施
設
の
設
備
充
実

や
福
祉
関
係
団
体
へ
の
支
援
等
地
域
福
祉
の
財

源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

時
9
年
3
月
31
日（
水
）ま
で　
問
共
同
募
金
委

員
会
事
務
局（

22
・
5
6
5
0
）

税・年
金・保
険

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」・
11（
い
い
）

月
30（
み
ら
い
）日
は「
年
金
の
日
」

　
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
HP（https://w

w
w
.nenkin.

go.jp/n_net/

）で
は
、
年
金
記
録
の
確
認
や

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
の
試
算
が
で
き
ま

す
。　
問
◎「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
利
用
方
法

＝
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専

L
I
N
E

予
約

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
は
、
市
公
式
L
I
N
E
か
ら
予
約
が
出
来
ま
す
。
予
約
方
法（
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー「
予
約
す
る
」を
タ
ッ
プ
）

市公式LINE市公式LINE

L
I
N
E

予
約

専用フォームWEB

申込フォーム

WEB

市ホームページ

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

9
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任
用
し
ま
す
。
詳
し
く
は
保
育
支
援
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
立
保
育
所
会
計
年
度
任
用
職
員
の

募
集（
嘱
託
保
育
士
・
嘱
託
パ
ー
ト

保
育
職
員
）

　
期
末
・
勤
勉
手
当
等

の
各
種
手
当
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
保
育
支

援
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

育
成
学
級
指
導
員
及
び
育
成
学
級

指
導
員
補
助（
ア
ル
バ
イ
ト
）の
募
集

　
定
員
に
達
す
る
ま
で
随
時
募
集
。

詳
し
く
は
こ
ど
も
福
祉
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

府
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

一
般
入
学
試
験
願
書
受
付
期
間
と
試
験
日

《
1
回
目
》◎
受
付
期
間
＝
10
月
23
日（
金
）ま
で

◎
試
験
日
＝
11
月
6
日（
金
）　

《
2
回
目
》◎
受
付
期
間
＝
11
月
2

日（
月
）〜
12
月
4
日（
金
）◎
試
験

日
＝
12
月
18
日（
金
）

《
3
回
目
》◎
受
付
期
間
＝
9
年
１
月
4
日（
月
）

〜
29
日（
金
）◎
試
験
日
＝
9
年
2
月
12
日（
金
）　

問
同
校（

0
7
7
3
・
48
・
0
3
2
1
）

秋
の
市
場
一
般
開
放
2
0
2
6

時
11
月
8
日（
日
）午
前
10
時
半
〜
午
後
1
時　

所
京
都
府
南
部
総
合
地
方
卸
売
市
場（
伊
勢
田

町
西
遊
田
）　
内
野
菜
・
果
物
・
花
き
・
水
産

加
工
品
等
の
即
売
、
模
擬
店
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま

し
ろ
女
性
部
に
よ
る
加
工
食
品
の
販
売
、
西
小

倉
中
学
校
吹
奏
楽
の
演
奏
等　
問（
株
）京
都
総

合
食
品
セ
ン
タ
ー（

20
・
2
8
2
5
）

「
宇
治
市
く
ら
し
の
便
利
帳
」へ
の

広
告
掲
載
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を

提
供
す
る
た
め
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と

共
同
発
行
で
、
2
年
ご
と
に「
宇
治
市
く
ら
し

の
便
利
帳
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。
令
和
9
年

の
6
月
に
は
、
令
和
9
年
・
10
年【
保
存
版
】を

発
行
・
市
内
全
戸
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

官
民
協
働
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

事
業
の
P
R
の
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
協
力

く
だ
さ
い
。　
問
秘
書
広
報
課

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
府
内
在
住
・
在
勤
の
人　
申
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
同
セ
ン
タ
ー（

46
・

0
6
8
8
）へ
。

催
し

西
小
倉
地
域
文
化
祭
・
福
祉
ま
つ
り

問
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（

39
・

9
1
8
0
）

時
所
内
◎
文
化
祭（
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
）＝
11
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）◎
福

祉
ま
つ
り（
西
小
倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）＝
22

日（
日
）

山
城
マ
ル
シ
ェ
㏌
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅

　
農
家
・
飲
食
店
に
よ
る
新
鮮
で
旬
な
地
元
農

産
物
や
加
工
品
の
直
売
を
行
い
ま
す
。

時
11
月
10
日（
火
）午
後
4
時
〜
6
時
半　
所
同

駅
南
北
通
路　
問
農
林
茶
業
課

内
）、
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東
※
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
購
入
で
き
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
カ
フ
ェ
Ｄ
Ｅ
ス
イ
ー

ツ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
〜vol6

〜

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

時
12
月
24
日（
木
）午
後
2
時
〜（
開
場
は
午
後

1
時
半
）　
所
同
セ
ン
タ
ー
内
カ
フ
ェ　
定
先

40
人　
￥
入
場
料
1
6
0
0
円　
申
電
話
か

同
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

産
業・消
費
生
活・求
人

サ
ポ
ス
テ
京
都
南
・
職
業
適
性
診
断

＆
個
別
相
談
会

時
11
月
16
日（
月
）午
後
1
時
半
〜
5
時　
所
産

業
会
館　
対
15
〜
49
歳
で
仕
事
に
就
い
て
い
な

い
人
や
家
族　
内
職
業
適
性
診
断
と
個
別
相
談

（
定
員
5
人
。
１
人
40
分
程
度
）　
申
11
月
14
日

（
土
）午
後
5
時
ま
で
に
、
電
話
で
、
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・

5
3
8
0
）へ
。

自
衛
官
の
募
集

《
募
集
種
目
》◎
高
等
工
科
学
校
生
徒
◎
一
般
曹

候
補
生
◎
2
等
陸
・
海
・
空
士（
任
期
制
自
衛

官
）※
資
格
等
詳
し
く
は「
自
衛
隊

京
都
」で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索　

問
宇
治
地
域
事
務
所（
44
・

7
1
3
9
）

市
立
保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
の

登
録
募
集

　
必
要
に
応
じ
て
選
考
の
上
、
随
時

茶
づ
な　

マ
ル
シ
ェ

茶
づ
な
de
ラ
イ
ブ

　
音
楽
の
秋
、
茶
づ
な
の
音
楽
ラ
イ
ブ
を
み
ん

な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

時
11
月
14
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時

小
冊
子「
木
と
わ
た
し
の
物
語
」を

配
布
し
ま
す

7
年
に
実
施
し
た
特
別
企
画〈
暮
ら
し
と
樹

木
〉の
中
で
、
自
分
と
木
の
思
い
出
を
綴
っ
た

公
募
作
品
展
に
出
展
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
を
ま
と

め
た
小
冊
子
を
配
布
し
ま
す
。

時
10
月
27
日（
火
）〜
31
日（
土
）午
前
9
時
〜
午

後
4
時　
所
植
物
公
園
の
受
付　
定
先
300
人
※

1
家
族
1
部　

問
市
公
園
公
社（

39
・

9
3
9
3
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

時
所
内
表
の
と
お
り

時 所 内

11/20
（金）

10：00～11：30 中央
公民館

ネットやアプリを
使ってみよう

13：30～15：00 初めての生成AI

11/25
（水）

10：00～11：30 広野
公民館

ネットやアプリを
使ってみよう

13：30～15：00 初めての生成AI

12/8
（火）

10：00～11：30
木幡
公民館

ネットやアプリを
使ってみよう

13：30～15：00
生成AIを
楽しもう

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人　
定
抽
各

東
宇
治
図
書
館

読
書
推
進
講
演
会

「
災
害
に
備
え
る
地
域
の
防
災
」

時
11
月
11
日（
水
）午
後
2
時
〜
3
時
半　
所
東

宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
対
成
人　
定

先
40
人　
講
西
山
正
一
さ
ん　
申
10
月
16
日

（
金
）〜
11
月
10
日（
火
）に
、
電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

か
同
館
窓
口（

39
・
9
1
8
2
）へ
。

西
宇
治
図
書
館

声
を
出
し
て
読
む
音
読
教
室

時
11
月
18
日（
水
）午
前
10
時
〜
11
時　
所
西
小

倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
対
市
内
在
住
の
シ
ニ

ア
世
代　
定
先
10
人　
講
西
宇
治
図
書
館
職
員　

申
10
月
16
日（
金
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か
同

館
窓
口（

39
・
9
2
2
6
）へ
。

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

宇
治
セ
レ
ク
ト
シ
ネ
マ　
　
　

「
木
挽
町
の
あ
だ
討
ち
」

時
11
月
7
日（
土
）◎

午
前
10
時
半
〜
◎
午

後
2
時
〜（
開
場
は

各
回
30
分
前
）※
午

後
上
映
の
み
日
本
語

字
幕
あ
り　
所
同
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　

￥
◎
前
売
＝
800
円
◎

当
日
＝
千
円　

申《
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
》

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光

案
内
所（
Ｊ
R
宇
治
駅
前
・
近
鉄
大
久
保
駅
構

L
I
N
E

予
約

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
は
、
市
公
式
L
I
N
E
か
ら
予
約
が
出
来
ま
す
。
予
約
方
法（
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー「
予
約
す
る
」を
タ
ッ
プ
）

市公式LINE市公式LINE

20
人　
講
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

他

デ
モ
機
で
受
講　
申
希
望
す
る
日
時
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
、
10
月
30
日（
金
）ま
で

に
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
か
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
窓
口（

39
・
9
5
0
0

FAX
39
・

9
5
0
1
）へ
。

ス
マ
ホ
な
ん
で
も
サ
ポ
ー
ト
号

　
移
動
型
ス
マ
ホ
教
室
専
用
車
内
で
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
を
開
催
。
常
駐
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

時
内
表
の
と
お
り

11/4（水） 11/11（水） 11/18（水） 11/25（水）

10：30～11：30
スマホのセキュリ
ティについて

初めての生成AI
～新しい検索
体験～

初めての生成AI
～新しい検索
体験～

オンライン診療
の利用方法

12：00～13：00
安全安心に

インターネットを
楽しもう

生成AIを
楽しもう

～画像生成編～

生成AIを
楽しもう

～画像生成編～

マイナポータル
の活用方法

14：00～15：00
15：30～16：30

なんでも相談 なんでも相談 なんでも相談 なんでも相談

所
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東　
対
市
内
在
住
・
在

©2026「木挽町のあだ討ち」製作委員会

ホームページ市ホームページ

市ホームページ

ＷＥＢ

嘱託ﾊﾟｰﾄ保育職員

嘱託保育士

ホームページ

L
I
N
E

予
約こ

ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

11
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￥
材
料
費
が
必
要
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
あ
り

西
宇
治
公
園

〒
611
・
0
0
4
2
小
倉
町
蓮
池
20
‐
1

39
・
9
2
5
1

お
詫
び
と
訂
正

　
市
政
だ
よ
り
9
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま
し

た
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
西
宇
治
体
育
館（

39
・
9
2
5
1
）

◎
14
ペ
ー
ジ

●
ラ
ク
楽
ス
ト
レ
ッ
チ
DE
ラ
ク
楽
筋
ト
レ

《
正
》1
回
500
円
、
月
コ
ー
ス
1
6
0
0
円

《
誤
》1
回
350
円
、
月
コ
ー
ス
1
2
0
0
円

春
ま
で
楽
し
め
る
冬
の
寄
せ
植
え

講
習
会

時
11
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
11

時　
定
先
20
人　
講
公
園
公
社
職

員　
￥
2
5
0
0
円　
申
10
月
17

日（
土
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
・
W
E
B
か

同
公
園
窓
口
へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会

時
11
月
29
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後

3
時　

対
小
学
4

年
生
以
上　

定
先

30
組（
1
チ
ー
ム
6

人
ま
で
）　

￥
1

チ
ー
ム
2
千
円　

申
10
月
16
日

（
金
）〜
11
月
1
日（
日
）。
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

金
曜
さ
わ
や
か
ス
ト
レ
ッ
チ

時
11
月
6
日
〜
27
日
の
毎
週
金

曜
日
。
午
前
9
時
20
分
〜
9
時

50
分　
定
先
15
人　
￥
1
回
300

円（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
利
用

者
は
1
回
100
円
）　

申
当
日
、

西
宇
治
体
育
館
1
階
窓
口
へ
。

黄
檗
公
園

〒
611
・
0
0
1
1
五
ヶ
庄
三
番
割
25
‐
1

39
・
9
2
4
9

芝
生
で
Y
O
G
A

時
11
月
14
日（
土
）午
前
10
時
〜
11

時　
定
先
20
人　
￥
千
円　
申
10

月
16
日（
金
）〜
11
月
13
日（
金
）に
、

W
E
B
で
同
公
園
管
理
事
務
所
へ
。

萬
福
寺
の
歴
史
ツ
ア
ー

〜
座
禅
を
や
っ
て
み
よ
う
〜

　
萬
福
寺
の
歴
史
に
つ
い
て
僧
侶
に
よ
る
詳
し

い
案
内
と
、
後
半
は
座
禅
を
や
っ
て
み
よ
う
。

時
11
月
7
日（
土
）午
後
2
時
〜
4
時　
所
萬
福

寺　
定
先
40
人　
￥
1
5
0
0
円（
拝
観
料
含

む
）　
申
10
月
16
日（
金
）〜
11
月
6

日（
金
）に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
同
公
園
管

理
事
務
所
へ
。

住
ま
い・環
境・資
源

う
じ
ま
ち
パ
ネ
ル
展

　
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
内
容
や
地

勤
・
在
学
の
人　
定
先
各
3
人　
講
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
株
式
会
社　
他
デ
モ
機
で
の
受
講　
申
10

月
16
日（
金
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
で
専
用
ダ

イ
ヤ
ル（

0
8
0
0
・
111
・
9
4
4
2
）へ

（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）。

健
康
増
進「
歩
こ
う
会
」

時
11
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時（
近

鉄
大
久
保
駅
集
合
）　
所
甘
南
備
山（
京
田
辺
市

薪
）　
対
小
学
生
以
上（
小
学
生
は
保
護
者
要
同

伴
）　
定
先
20
人　
￥
◎
中
学
生
以
上
＝
200
円

◎
小
学
生
＝
100
円　
持
昼
食
、
飲
み
物
、
敷
き

物　
申
10
月
16
日（
金
）午
前
10
時
か
ら
、
電
話

か
南
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
窓
口（

39
・
9
1
8
5
）へ
。

地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
デ
イ

企
画
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

時
11
月
9
日（
月
）午
前
10
時
〜
正
午　
所
市
役

所
8
階
大
会
議
室　
講
高
橋
博
樹
さ
ん（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
テ
ダ
ス
理
事
長
）　
申
11
月

4
日（
水
）ま
で
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
市

民
協
働
推
進
課
へ
。

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　
詳
し
く
は
同
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。
展
示
会
・
講
習
会
等
に
は
入
園
料
が

必
要
で
す
。
毎
週
土
曜
日
は
市
内
の
小
・
中
学

生
の
入
園
は
無
料
で
す
。
市
内
在
住
の
70
歳
以

上
の
人
は
入
園
無
料
で
す（
要
公
的
証
明
提

示
）。

10
月
・
11
月
の
展
示
会

域
の
写
真
、
市
ま
ち
づ
く
り
景
観

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
展
示
し
ま

す
。
各
日
、
職
員
や
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
な
ど
の
皆
さ
ん
等
と
意
見
交
換
が
で
き

る
時
間
も
あ
り
ま
す
。

時
10
月
27
日（
火
）〜
30
日（
金
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
〜
午
後
5
時（
30
日〈
金
〉の
み
午
後
3
時
ま

で
）　
所
市
役
所
1
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー　
問
都

市
計
画
課

や
っ
ち
ゃ
え
ご
み
減
！

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
de
リ
サ
イ
ク
ル
12

　
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
資
源
物
等
を
回
収
し
ま

す（
雨
天
中
止
の
場
合
は
午
前
８
時
半
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

時
11
月
28
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
3
時　
所

東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー（
木
幡
北
島
）　
他
エ

コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
対
象
イ
ベ
ン
ト　

問
ま
ち
美
化
推
進
課

天
ケ
瀬
墓
地
公
園
墓
所
の
使
用
者
募
集

《
資
格
・
条
件
》市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
使
用

許
可
後
5
年
以
内
に
お
墓
を
設
置
で
き
、
墓
所

使
用
料
・
墓
園
管
理
料
を
納
入
期
限
ま
で
に
納

入
で
き
る
人（
す
で
に
天
ケ
瀬
墓
地
公
園
の
墓

所
を
使
用
し
て
い
る
人
と
同
一
世
帯
の
人
は
応

募
不
可
）

《
募
集
区
画
数
・
使
用
料
・
年
間
管
理
料
》◎
2

平
方
メ
ー
ト
ル
墓
所
＝
48
区
画（
墓
所
使
用
料

50
万
円
・
年
間
管
理
料
4
千
円
）◎
3
平
方

メ
ー
ト
ル
墓
所
＝
17
区
画（
墓
所
使
用
料
75
万

円
・
年
間
管
理
料
6
千
円
）◎
4
平
方
メ
ー
ト

ル
墓
所
＝
13
区
画（
墓
所
使
用
料
100
万
円
・
年

間
管
理
料
8
千
円
）　
申
所
定
の
申
込
書
を
10

月
16
日（
金
）〜
31
日（
土
）（
消
印
有
効
）に
、
郵

●
菊
花
展

　
一
般
公
募
し
た
菊
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

菊
の
種
類
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
示
も
あ
り
ま

す
。

時
10
月
17
日（
土
）〜
11
月
15
日（
日
）

●
サ
ボ
テ
ン
・
多
肉
植
物
展

　
多
肉
植
物
の
仲
間
、
サ
ボ
テ
ン
鉢
を
約
150
鉢

展
示
し
ま
す
。
多
肉
植
物
に
関
す
る
相
談
・
即

売
も
あ
り
ま
す
。

時
11
月
6
日（
金
）〜
8
日（
日
）

11
月
・
12
月
の
講
習
会

《
共
通
》申
各
実
施
日
の
1
カ
月
前
か
ら
、
電
話

か
同
公
園
窓
口
へ
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
づ
く
り

時
12
月
6
日（
日
）午
後
1
時
半
〜
3
時
半　
定

先
15
人　
￥
2
千
円

●
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
し
め
縄
づ
く
り

時
12
月
13
日（
日
）◎
午
前
10
時
〜
11
時
◎
午
後

1
時
〜
2
時
◎
午
後
2
時
半
〜
3
時
半　
定
先

各
10
人　
￥
500
円

見
頃
の
植
物

《
園
内
》バ
ラ
、
宿
根
サ
ル
ビ
ア
類
、
ラ
ベ
ン
ナ

グ
ラ
ス
、
コ
ス
モ
ス　

《
温
室
》ネ
リ
ネ
、
ア
ナ
ナ
ス
類
、
洋
ラ
ン
類
、

デ
ィ
コ
リ
サ
ン
ド
ラ

植
物
公
園
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　
期
間
中
は
全
員
入
園
料
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

時
10
月
31
日（
土
）午
前
9
時
〜

午
後
3
時　
内
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

装
飾
、
仮
装
パ
レ
ー
ド
、
プ
チ

マ
ル
シ
ェ
、
ク
ラ
フ
ト
体
験　

L
I
N
E

予
約

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
は
、
市
公
式
L
I
N
E
か
ら
予
約
が
出
来
ま
す
。
予
約
方
法（
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー「
予
約
す
る
」を
タ
ッ
プ
）

市公式LINE市公式LINE

送
か
同
公
園
管
理
事
務
所（
〒
611
・
0
0
2
1

宇
治
金
井
戸
7-

44
）へ
。
申
込
書
は
、
同
公

園
管
理
事
務
所
・
市
環
境
企
画
課
で
配
布
し
ま

す
。　

問
同
公
園
管
理
事
務
所（
39
・

9
2
0
5
）

そ
の
他

京
都
市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド
第
9
期
生

を
募
集

《
対
象
言
語
》英
語
、
中
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

ス
ペ
イ
ン
語　
《
活
動
地
域
》京
都
市
、
宇
治

市
、
大
津
市　
《
募
集
定
員
》50
人
程
度　
申
10

月
30
日（
金
）午
後
5
時
ま
で（
必

着
）　
問
京
都
市
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ホ
ス

ト
事
務
局（
075
・
213
・
0
0
7
0
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

京
都
大
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
理
工
学
研
究
所

第
31
回
公
開
講
演
会

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
高
校
生
・
中
学
生

に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
最
新
の
研
究
成

果
を
交
え
て
説
明
し
ま
す
。

時
10
月
18
日（
日
）午
後
2
時
〜
4
時（
開
場
は

午
後
1
時
半
）　
所
同
大
学
宇
治
お
う
ば
く
プ

ラ
ザ
き
は
だ
ホ
ー
ル（
五
ケ
庄
）　
定
先
300
人　

講
片
平
正
人
さ
ん（
同
研
究
所
教
授
）、
中
嶋
隆

さ
ん（
同
研
究
所
准
教
授
）　
問
同
研
究
所（

38
・
3
4
0
0
）

京
都
大
学
宇
治
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開

2
0
2
6

時
10
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

WEBホームページ

WEB WEB

ホームページ

WEB

市ホームページ

日
の
毎
週
金時300

円（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
利
用

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

13
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10月16日~11月30日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ。

納期限

● 11月 2日 　後期高齢者医療保険料第 4期納期限
　介護保険料第 5期納期限  
　国民健康保険料第 5期納期限
　市・府民税第 3期納期限

11月の行事予定

●9日　　秋の火災予防運動（～ 15日）
　　　　　「火の確認　いい日を支える　いい習慣」

※ この他、来月の行事の一部は市政だよりに
　掲載しています。

後
4
時（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
45

分
〜
）　
問
同
大
学
宇
治
地
区
研
究

協
力
課（

opencam
pus@

m
ail2.adm

.kyoto

-u.ac.jp

）

公
益
通
報
の
処
理
状
況

7
年
度
に
つ
い
て
は
、
外
部
公
益
通
報
が
0

件
、
内
部
公
益
通
報
が
3
件
あ
り
ま
し
た
。
内

部
公
益
通
報
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

1
件
に
つ
い
て
通
報
事
実
を
確
認
し
、
是
正
措

置
を
行
い
ま
し
た
。

問
市
民
協
働
推
進
課
市
民
相
談
係
、
人
事
課

審
議
会
等
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
、
当
日
よ
り
市
役
所
1
階
の
行

政
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
手
話
通

訳
・
要
約
筆
記
等
が
必
要
な
人
は
事
前
に
担
当

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
推
進
協
議
会

時
11
月
20
日（
金
）午
後
2
時
〜　
所
市
役
所
8

階
大
会
議
室　
定
先
5
人　
内
第
10
期
介
護
保

険
事
業
計
画
初
案
に
つ
い
て
等　
申
当
日
、
午

後
1
時
半
〜
1
時
50
分
に
開
催
場
所
受
付
へ
。　

問
長
寿
生
き
が
い
課

相
談

●
行
政
相
談

時
11
月
19
日（
木
）午
後
1
時
〜
4
時　
所
木
幡

公
民
館　
問
市
民
協
働
推
進
課
市
民
相
談
係

●
市
民
の
暮
ら
し
無
料
相
談
会

時
11
月
11
日（
水
）午
後
1
時
〜
4
時（
受
け
付

け
は
午
後
3
時
半
ま
で
）　
所
山
城
広
域
振
興

局（
宇
治
若
森
）　
定
先
6
人（
1
組
30
分
以
内
、

予
約
優
先
）　
他
関
係
書
類
が
あ
れ
ば
お
持
ち

く
だ
さ
い
。　
申
10
月
16
日（
金
）〜
11
月
10
日

（
火
）に
、
電
話
で
、
府
行
政
書
士
会
第
７
支
部

（

070
・
8
5
3
7
・
1
3
0
5
）へ
。

●
11
月
は
い
じ
め
防
止
啓
発
月
間

　
市
教
育
委
員
会
で
は
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

相
談
で
き
る
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◎
い
じ
め
等
に
関
す
る
窓
口（

21
・
1
8
9
0

k

-soudan@
city.uji.kyoto.jp

）平
日
の

午
前
8
時
半
〜
午
後
5
時
15
分（
年
末
年
始
、
祝

日
除
く
）　
問
教
育
支
援
課

●
里
親
相
談
会

《
オ
ン
ラ
イ
ン
》時
11
月
20
日（
金
）

午
後
1
時
〜
4
時（
1
人
30
分
）　

問
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー（

075
・
531
・
9
6
5
0
）

《
個
別
相
談
・
説
明
会
》申
込
随
時
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
。　
問
府
南
部
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
い
わ

（

66
・
3
9
8
1
）

●
府
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

巡
回
相
談

時
11
月
17
日（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
4
時（
1

人
50
分
）　
所
ゆ
め
り
あ
う
じ　
対
ひ
と
り
親

家
庭
の
人　
定
先
5
人　
内
就
業
や
く
ら
し
に

つ
い
て
の
相
談
、
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内　

申
11
月
16
日（
月
）正
午
ま
で
に
、
電
話
で
、
同

支
援
セ
ン
タ
ー（

075
・
662
・
3
7
7
3
）へ
。

●
税
理
士
に
よ
る「
税
務
相
談
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設

時
11
月
17
日（
火
）・
12
月
15
日（
火
）い
ず
れ
も

午
後
1
時
半
〜
4
時
半　
所
◎
11
月
17
日
＝
市

役
所
1
階
101
会
議
室
◎
12
月
15
日

＝
市
役
所
6
階
604
会
議
室　
対
税

理
士
ま
た
は
税
理
士
法
人
が
関
与

し
て
い
な
い
納
税
者
。
税
目
は
不

　　　　　「火の確認　いい日を支える　いい習慣」

▲防火レンジャー

問
。（
相
談
回
数
一
人
1
回
ま
で
）　
定
先
各
6

人　
申
予
約
サ
イ
ト
か
ら
。　
問
近
畿
税
理
士

会
宇
治
支
部
事
務
局（

uji.soudan@
gm
ail.com

）
地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
デ
イ

（
個
別
相
談
会
）

時
11
月
30
日（
月
）◎
午
前
10
時
〜
11
時
20
分
◎

午
前
11
時
半
〜
午
後
0
時
50
分　
所
う
じ
ら
ぼ　

対
地
域
活
動
を
し
て
い
る（
し
て
み
た
い
）人　

定
先
各
1
組　
講
高
橋
博
樹
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ
ダ
ス
理
事
長
）　

申
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
電
話
で
、

市
民
協
働
推
進
課
へ
。

●
人
権
相
談

時
11
月
5
日（
木
）◎
午
前
10
時
〜
正
午
◎
午
後

1
時
〜
3
時　
所
市
役
所
5
階
501
会
議
室　
問

人
権
啓
発
課

●
就
労
相
談

時
11
月
2
日（
月
）・
16
日（
月
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
〜
11
時
半（
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　
所

市
役
所
1
階
地
域
福
祉
課
相
談
室　
申
開
催
日

の
3
日
前
ま
で
に
、
電
話
で
、
地
域
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・

5
3
8
0
）へ
。

●
献
血

時
11
月
9
日（
月
）◎
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
半

◎
午
後
1
時
半
〜
4
時　
所
う
じ
安
心
館　
問

健
康
づ
く
り
推
進
課

笠取・炭山
10/23、11/16 炭山（吹越除く） 10/26、11/17 池尾、炭山（吹越のみ）

11/2・25 笠取、二尾

六地蔵 10/23、11/16 六地蔵（ＪＲ以西） 10/29、11/20 六地蔵（ＪＲ以東）

木　幡 10/23、11/16 木幡（ＪＲ以西） 10/29、11/20 木幡（ＪＲ以東）

五ケ庄
10/26、11/17 日皆田、一里塚、戸ノ内、瓦塚、梅林、谷前、野添 10/28、11/19 五ケ庄（ＪＲ以東）

10/20、11/11 西田、北ノ庄、古川、大林、芝ノ東（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、平野（ＪＲ以西）、折坂（ＪＲ以西）､福角（ＪＲ以西）

莵　道
10/26、11/17 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）

10/27、11/18 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）

10/28、11/19 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、東隼上り

宇　治・
白　川・
志津川　

10/26、11/17 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本 10/27、11/18 志津川

11/6・30 白川、金井戸 10/16、11/9 野神、大谷（権現町除く）、蔭山、半白

10/21、11/12 妙楽、里尻（ＪＲ以南）、蓮華、塔川 11/5・27 蛇塚

10/19、11/10 壱番、弐番、天神、米阪、矢落、若森、宇文字、戸ノ内、樋ノ尻、池森

10/20、11/11 琵琶、善法、東山、大谷（権現町のみ）、下居、里尻（ＪＲ以北）、小桜
神　明・
開　町・
羽拍子町

10/28、11/19 開町、宮北（63～70番地） 11/4・26 宮東、宮西、羽拍子町

11/5・27 宮北（63～70番地を除く）、石塚

広野町

10/26、11/17 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（ＪＲ以西）、桐生谷（ＪＲ以西）

10/27、11/18 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷、丸山、中島 10/28、11/19 一里山、桐生谷（ＪＲ以東）、東裏（ＪＲ以東）

10/29、11/20 大開 10/30、11/24 小根尾

11/2・25 風呂垣外

大久保町 10/26、11/17 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 10/27、11/18 久保（ＪＲ以東）

槇島町

10/22、11/13 千足、三十五 10/23、11/16 二十四、十八、目川、本屋敷、十一、清水

10/26、11/17 中川原、吹前、石橋、郡、島前、五才田、月夜、幡貫 10/27、11/18 南落合、大川原、落合、西鴫沢

10/29、11/20 一ノ坪 10/20、11/11 薗場

10/21、11/12 大幡、北内、門口

小倉町
10/27、11/18 新田島 10/28、11/19 南浦、南堀池、西浦、蓮池、堀池、山際

10/29、11/20 老ノ木、寺内、天王、久保、春日森 11/2・25 神楽田（近鉄以東）、西山

11/6・30 東山、中畑

伊勢田町・
安田町

10/29、11/20 遊田、中遊田、西遊田、安田町 10/30、11/24 砂田、浮面、毛語、井尻、中荒、中山

11/2・25 北山、若林、大谷 11/4・26 新中ノ荒、ウトロ、南山

予約サイト

WEB

WEB

L
I
N
E

予
約

ホームページ

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

産
業・消
費

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　
談

L
I
N
E

予
約

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
は
、
市
公
式
L
I
N
E
か
ら
予
約
が
出
来
ま
す
。
予
約
方
法（
ト
ー
ク
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー「
予
約
す
る
」を
タ
ッ
プ
）

市公式LINE市公式LINE

住
ま
い・

環
境・資
源

税・年
金・

保
険

そ
の
他

相
談

15

記号の説明

1414

時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。



広
報 う
じ

宇
治
市
政
だ
よ
り
が
届
か
な
い
と
き
は
、配
布
委
託
先
 読
売
中
央
販
売（
株
）

06-6315-5751
へ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

 
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右の二次元コードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課広報係
〒611-8501 宇治市宇治琵琶33　 0774-22-3141（代表）　FAX0774-20-8779

宇治市
ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

手続きなど各種問い合わせは、市
ホームページで「ちはや姫（ＡＩ
チャットボット）」が 365 日 24 時
間お答えします♪

広報ＳＮＳ  

安価なうえに高性能！？ＳＮＳ広告にご注意！！

「自動ピント調整機能付きの
眼鏡」が安価で販売されている
SNS広告を見て代引きで注文を
しました。商品が届きましたが、
レンズに度数が入っておらず、
返品受付窓口に電話をしても、
話し中で通じません。返品すれ
ば返金に応じてもらえますか。

Q

 　SNS 広告等で高性能をうたう商品を注文しても、広告の
ような性能は無く、返品しようとしても連絡が取れないとい
う相談が消費生活センターに多数寄せられています。眼鏡の
他にも、エアコンのような冷風が出るサーキュレーター等、
様々な商品に関する相談がありますが、いずれも高性能をう
たっているわりに、値段が数千円程度のケースが多いです。
また、業者に無断で返品しても返金されません。おかしいと
思ったら消費生活センターへご相談ください。

Ａ

お茶のまち・宇治

購入する前に一度、インターネット等で商品の相場を
調べてみるようにしましょう。

　
宇
治
と
言
え
ば
お
茶
、
お
茶
と
い
え
ば
宇
治
。

　
宇
治
と
言
え
ば
お
茶
、
お
茶
と
い
え
ば
宇
治
。

宇
治
茶
は
宇
治
市
の
代
名
詞
と
し
て
、
全
国
的
に
、

宇
治
茶
は
宇
治
市
の
代
名
詞
と
し
て
、
全
国
的
に
、

今
や
世
界
的
に
も
名
声
を
博
し
て
い
ま
す
。

今
や
世
界
的
に
も
名
声
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
宇
治
市
で
は
、
お
茶
摘
み
さ
ん
が
新
芽
を
手
で

　
宇
治
市
で
は
、
お
茶
摘
み
さ
ん
が
新
芽
を
手
で

摘
み
取
る
伝
統
的
な「
手
摘
み
」が
今
も
続
い
て
お

摘
み
取
る
伝
統
的
な「
手
摘
み
」が
今
も
続
い
て
お

り
、
柔
ら
か
く
良
質
な
新
芽
を
選
び
な
が
ら
摘
む

り
、
柔
ら
か
く
良
質
な
新
芽
を
選
び
な
が
ら
摘
む

技
術
は
、
高
品
質
な
宇
治
茶
の
生
産
に
欠
か
す
こ

技
術
は
、
高
品
質
な
宇
治
茶
の
生
産
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
宇
治
の
お
茶
は
、
お

　
宇
治
の
お
茶
は
、
お

茶
摘
み
さ
ん
が
一
葉
一

茶
摘
み
さ
ん
が
一
葉
一

葉
丁
寧
に
摘
み
取
る
こ

葉
丁
寧
に
摘
み
取
る
こ

の「
手
摘
み
」
で
成
り

の「
手
摘
み
」
で
成
り

立
っ
て
い
る
と
言
っ
て

立
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
方
で
、
高
齢
化
等
に
よ
り
年
々
お
茶
摘

ん
が
、
一
方
で
、
高
齢
化
等
に
よ
り
年
々
お
茶
摘

み
さ
ん
の
成
り
手
が
減
少
し
て
お
り
、
生
産
農
家

み
さ
ん
の
成
り
手
が
減
少
し
て
お
り
、
生
産
農
家

に
と
っ
て
お
茶
摘
み
さ
ん
を
確
保
す
る
こ
と
は
大

に
と
っ
て
お
茶
摘
み
さ
ん
を
確
保
す
る
こ
と
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
お
茶
摘

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
お
茶
摘

み
さ
ん
の
成
り
手
が
減
少
し
て
い
く
と
、
伝
統
的

み
さ
ん
の
成
り
手
が
減
少
し
て
い
く
と
、
伝
統
的

な「
手
摘
み
」が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

な「
手
摘
み
」が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
ん
。

　
こ
の
、「
手
摘
み
」を

　
こ
の
、「
手
摘
み
」を

守
る
た
め
、
来
春
は「
お

守
る
た
め
、
来
春
は「
お

茶
摘
み
さ
ん
」の
一
員
と

茶
摘
み
さ
ん
」の
一
員
と

し
て
伝
統
的
な
宇
治
茶

し
て
伝
統
的
な
宇
治
茶

の
生
産
に
携
わ
っ
て
み

の
生
産
に
携
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
覆
い
の
下

ま
せ
ん
か
。
覆
い
の
下

で
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
新
芽

で
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
新
芽

を
摘
む
楽
し
さ
も
あ
り
、

を
摘
む
楽
し
さ
も
あ
り
、

宇
治
茶
の
魅
力
を
、

宇
治
茶
の
魅
力
を
、

き
っ
と
今
ま
で
以
上
に

き
っ
と
今
ま
で
以
上
に

実
感
し
て
い
た
だ
け
る

実
感
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

問
農
林
茶
業
課（

農
林
茶
業
課（

20
・・
8
7
2
3

8
7
2
3
）　）　

問消費生活センター（ 20-8796）20-8796）

こんなときどうする？

　肉厚で香り豊かな秋の味覚「きのこ」は、食物繊
維が豊富で腸内環境を整えてくれます。いろいろ
な「きのこ」の表現を手話で覚えてみましょう。

問障害福祉課（ 21-0419 21-0419 FAX 22-7117）

②えのき

４指を曲げた右手の指先を、
立てた左腕の上と下の位置
にあてる。（木に生えている様
子を表現）

立てた左手の親指から小指
へ右手２指の輪を順次移動
する。（左手を茎、右手をか
さに見立てて形状を表現）

③まつたけ

伸ばした右手２指の指先を
頬にあて、軽くつまんだ右
手の指先に湾曲した左掌側
をのせる。（「松」と「きのこ」
を組み合わせた表現）

宇
治
市
政
だ
よ
り
10月

15日
号

令
和
8年（

2026年
）10月

15日
発
行
 第
1994号

高
品
質
な
宇
治
茶
を

          

支
え
る
お
茶
摘
み
さ
ん

①しいたけ

0302 03

01

●●●●●●●●●●●●●●●●●かん●●●●●●●●●●●●●●●かん●●●かんかん●●●●●●●●●たん●●●●●●●●●かん●●●●●●かん●●●かん●●●●●●●●●かん●●●かん●●●●●●●●●●●●●●●たん●●●●●●たん●●●たん 話入門話入門話入門話入門話入門話入門話入門話入門共生

歴史お茶

あなたも簡単な手話を覚えてみませんか。

各課からのコラムをご紹介！




